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論説
広 島
カ l プ と 広 島 大 学 ・ 広 島 高 等 師 範 学 校アーカイブズと市民(利用者)との関係に関する試論1
はじめに
広島カlプと広島大学・広島高等師範学校。プロ野球球団
と高等教育機関(しかも戦前と戦後に渡り、
ザノロ野球選手を
排出したことはない)という一見何の関係もなさそうな両者には、
実 は 密 接 不 可 分 な 関 係 が あ っ た 、
というのが本稿で主
張したいことであ
る。こ
れ ま で 筆 者 は 、 「 カ l プ 之 広 島 大
転
」 、
「カIプと広島大学との意外な関係|県立文書館の行政文書を利用し
百
」、「広島大学は県民の『米百
慌
』」という短文
をしたためてきたが、
これらはいずれも広報誌といった性格
のため、
十分な記述をすることはできなかった。そこで本稿
では、
広島県立文書館所蔵の公文書の紹介も行いつつ、
改 め
てカlプと広島大学との関係について論述しようとするもので あ る 。
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本稿の論述では広島県立
文書館所蔵の公文書を利用したこ
とに鑑みて、
あわせて資料保存・公開機関(アーカイブズ}
の所蔵文書をどのような立場の人がどのような観点から利用するかということにも論及し、
日 本 の ア ー カ イ ブ ズ 論 ヘ の 一
助ともしたい。
広島綜合大学設立運動とカlブ創設
新 制 広 島 大 学 設
お
にあたっては、
一 九 四 七 ( 昭 和 一 一 一 一 ) 年
一 一 一 月 に 国 立 広 島 綜 入山口 大 学 設 立 推 進 本 部 ( 本 部 長 は 楠 瀬 常 猪広 島 県 知 事 ) が 県 庁 内 に 設 置 さ れ 、
一 九 四 人 年 一 月 に は 広 島
綜 合 大 学 設 立 期 成 同 盟 会 ( 会 長 は 小 谷
伝 一
広 島 県 議 会 議 長u
も結成された。こうして、
国 立 広 島 綜 合 大 学 設 立 運 動 が 県 民
一体となって進められたのである。
国立大学であるからに
は、広島大
学 の 創 設 経 費 は 国 費 に
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よって賄われたと考えるとこ
ろだが、
実はそうではない
。「
広
島大学創設に関する経費概
範
」によると、
所要経費総額は
四 億 五 三 六 九 万 七 千 円、
このうち県有土地建物等の現物寄付
分 を 除 い た
三億四O一六万五千円が現金で
必要とされてい
た 。
これらのお金は国費ではなく、
三億四 千 万 余 円 の 三
分の
一は県費で、
残り一一一分の二は寄付金によって賄われることに
なったのであった。
募 金 は、
県内、
圏内、
海外の三区分で行われた。
県外を対
象とした募金もその主力となったの
は広島県出身者であり、
海外移民からの協力も見られた。
県内募金は、
世帯数に基づ
いて郡市別に割り当てられた。
例えば広島市の場合、
一世帯
あ た り 二 九 O 円、
比婆郡は三五円として負担額が算定された。
「国立広島総合大学設立資金募集趣意書」は、「もともと国立総 合 大 学 で あ る 以 上 当 然 国
家がその経費(設立後の経常費年
額約二億円は国家が負担する)は負担すべきである
が敗戦
日
本の赤字状況よりしては到底その力
なく、
結局これは 県 民 わ
れわれに於て寄付するの外はないのであり
ます。
し か も 本 県
特 に 広 島、
呉、
福山の三市は戦災によ
り 破 壊 さ れ、
農村亦不
況 に 瑞 ぎ 税 の 負 担 も 重 く 此 の 上 多 額 の 経 費 を 負 担 す る こ と は正 に 血 涙 を 絞 る の 実 情 に あ る の で す
が、
本県百年の興隆大計
の為には、
いかな る 困 難 を も 克 服 し て こ の 際 是 非 平 和 文 化 の
殿 堂 『 広 島 大 学 』 の 建 設 を 期 せ
ねばなりません。」と述べて
い
ヲ心
。
こ れ ら の 募 金 の
ほ か、
プ ロ野球公式 試 合
( 阪 神 対 東 急 )
、 「
広
(広島県目立文書館所蔵)
島おどり特別公演」などの特殊募金や「広島県教育宝くじ」の 収 益 も、
大学設立資金に当てられた。
募金額は一九五二年
までで約一
億二千万円、
五三年以降も県寄付金によ
る広島
大学の施設整備がなされた。
写 真 は、
「広島綜合大学設立資
金募集」のために一九四九
年 五 月 一 一 一 一
日に行われたプロ野球
公式試合阪神対東急戦のポスターである(五三・五×二四・五四 )
。
このポスターは、
広島県立文書館所蔵「国立広島総合
大 学 設 立
資金募集一件」
(誇求記号ω白む0・52)のなかに収
め ら れ て い る も の で あ
り、
同資料にはこの試合に関して以下
の 史 料 も 収 録 さ れ て い る 。広 島 綜 合 大 学 設 立 資 金 募 集
日本野球公式試 合広 島 県
広 島 綜 合 大 学 設 置 期 成 同 盟 会
中 国 新 聞 社
昭和二十四年五月二
十二日(
日)
午后一時
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これまで筆者はこの史料を事業報告書のように解釈してき
た
料
、入
場者が 千 人 単 位 で あ る こ と、
宿泊料 が
「一人 一 泊 干
円見当」と概算であることなどから、
これは事業計画書と解
するべきであろ
う。
この史料によると、
観客は一万二千人、
一二四万円の入場収入が
あり、
うち二O万円が募金に因され
る予定であった。
し か し、
この翌五月二三日付『中国新聞』
によると、
この試合の観客は三万五千余人、
グランド両翼に
は 特 別 席 が も う け ら れ た こ と が わ か
る。
予定の)二倍もの観客
が詰めかけたのであり、
収支計 算 も 異 な っ た の で は な い か と
推測される。
広島大学設立募金にも二O
万 円 以 上 が ま わ さ れ
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た可能性があ
的
。郷
土選手が活躍したこともあり、
ファンは
一投一打に狂喜した。
ちなみに試合は三対
Oで阪神
の 勝 ち 、
郷土出身の藤村(弟)が完封勝利を収めた。
この試合の模様
を伝えた『中国新聞』には、
満員のスタンドの模様が大きく
掲載されている。
ま た 、
前
日の五月一一一
日には福山市におい
ても、
福山
市・総合大学設立福山期成同盟会・中国新聞社主
催で、「総合大学設立
資金募集
日本野球
公式試合」阪神対東
急戦が福山三菱電機球場で行われた。
さ て 、
新制広島大学が設立された
の は 、
一九四九年五月
三一
日のことであっ た 。
カlプの設立も一九四九年なのであ
る が 、
これは単なる偶然ではない。
新 制 広 島 大 学 設 立 資 金 募
集のために行われたプロ野球公
式戦。
実はこの試
合 が カ l プ
設立の伏線となったのである。
一九六五年八月五
日付『中国新開
夕刊』には「廃嘘から
の道
広 島 復 興 裏 面 史
二 五
広 島 大 学 」 と し て 次 の 記 事 が
掲載されている。
大学側の八億円という建設費は四億五千万円におさ
え ら れ 、
県 民 募 金 も 寄 せ ら れ た 。
実 は 、
こ の 大 学 建 設 基
金 集 め の プ ロ野球が、
郷 土 球 団 カ l プ を 生 む き っ か け に
な っ た 。
二十三年夏、
広島総合グランドで聞かれた基金
集 め の プ ロ野球は、
大入り満員で、
入れ
ないファンもい
た 。
当 時 、
広島駅前のヤミ市をめぐるヤクザの血なまぐ
さ い 事 件 は 、
広島市民の心を暗くしていた。
広 島 は も と
も と野球王国。
市民は健全な娯楽
に 飢 え て い た の だ 。
/ 
こ の 満 員 試 合 の 直 後 、
伊藤信之広電専務(現社長)河
野義信県総務部長(現県信用保証協会理事長)伊藤豊広銀 副 頭 取 ( 現 全 園
地方銀行協会顧問)
の三氏が、東京か
らの車中で一緒になった。「どうも広島の町には暗いかげりがある」
「健全な娯楽が
ないからだ」
「どうだろう、
と き ど き プ ロ野球を呼ぶ の で も 満 員 だ か ら 、
県民みんな
のプロ球団
を作ったら」と思いがけない会話がかわさ
れ た 。
そして同席の
中国新聞
東 京 支 社 河 口 豪 氏 に 、
球団
結成の下調査が依頼された。
二十五年一月にカIプが誕
生した発端である。平和都市のアカデミック
・センター
広 島 大 学 は 、
その建設募金集めのおまけで、
広 島 カ l プ
を実現したことになる。
一九七五年九月三
日付『中国新聞』の「ひろしま一世紀
九三
カlプ誕生」に
は、「広島にプロ野球をつくろう、
と
いう声が最
初に上がったのは、
二年前の夏、
広島大学設置
基 金 募 集 の た め 、
県営総合球場で行われた南海|急映戦の直
後 。 」 と あ る 。
こ の 記 事 の 言 う 二 年 前 は 一
九四
八年であるが、
前 述 し た よ う に 、
広島大学設立基金募集のために広島市総合
グ ラ ン ド で 行 わ れ た プ ロ
野球は、
一九四九年の阪神対東急戦
である。
一九四八年の南海対
急 映 戦 は 、
戦 後 広 島 で 初 め て 行
われたプロ野球の
公式試合であり、『中国新聞』の二つの記
事 は 、
これと混同してしまってい芯。
『広島県大百科事典』には、
カlプ設立について以下のよ
うに記されている。
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一九四九年
(昭和二
四)
わが国
のプロ野球が二リlグ
に分
立したのを機に、
広島野球クラブとして
発足、
セン
トラル・リlグに加盟した
。野
球界に多くの名選手を送
り、
野球熱の高かった広島にプロ野球
チlム
をの声は
早
くからあった。東広
島市出身で元衆議院議員の谷川昇、
中国新聞
社東京支社通信部長の河口豪らが中心になり、
関係方面に働きかけ
た。楠瀬広島県知事ら地元関係者も
球団設立に賛同。谷川昇、
築瀬新一、
伊藤信之の連名で
加盟申し入れ、
一-月
二八日に正式加盟した。
親会社を
持たず、
県民の球団の性格を強く打ち出し、
資本金は広
く一般から募集し
問
。
河口豪の妻ハルは、
河口と谷川との関係について次のよう
に述べている。
「主
人は野球好きで、
広島は野球王固なんだ
から、
球団があってもおかしくないと口にしていた。‘谷川先
生との出会いは、
渡りに船だったのでしょ
切
」 。
河口と谷川
との出会いは一九四九年九
月二七日。中国
新関東京支社を訪
れた谷川は構想を明かし、
協力
を求めた。
「企業の宣伝隊で
なく、
土の利、
人の
利で支えていく球団をつくりたい」
。生
き生きとした口調でまくし立 た谷川の理念に、
河口は共感
し、
自らペンを執った。
「ヵ
lプ」という名前は、
翌日の中
国新聞で初めて活字となる
。郷土
への思いが二人の夢を一つ
にしたのであった。
河口豪は、
広島にプロ野球を
設置しようと考えるように
なったきっかけとして次のように記している。
』
そのころ、
広島では、
広島大学の設置、
特別平
湘部補
の実現、
新しい広島の再建に、
官民
一体となって
房
内
吃
続けていた、
それらの運動に必要なのは資金であった。
その昔、
広陵、
広商との対決野球戦に、
血道をあげた
広島県民性、
自校が敗 たといって腹を切った者ま 飛
び出した熱狂 に関係
者が目をつけたのも無理はない叫
当時の一リ1グ、
日本野球連盟下のプロ野球の
華やか
さ、
人気のすばらし
さに
。これだ、
これを利用すること
も一つの牛刀法だ:・0
と、
なったのであった。
(中略)
広島
には、
何度となく、
プロ野球を迎えたが、
その都
度大入り満員で、
主催者側から喜ばれた。なかでもいち
ばん印象に残ったのは、
広島大学設立基金募集のための
ものであった。当時
県議会の事務局長
(のち県議)田口
さんは私を広島駅頭に見送って
「ありがとう、
ありがと
う」
と何度も礼を述べられた。こうしたことから私は
「広
島にプロ球団を」と考えるようになったので
ある。
(中
略)
もうここまでくると、
ただごとではな
い。
早くプロ野
球をと、
広島の財、
官界
の人たちと、
たまたま列車をと
もにした際、
率直に私見を披露したところ賛成を得たの
だが、
実際に
「さあやろう」と足下から火のつくように
持ち込まれたのは
故谷川昇氏であったのだ。有力なる
アシスタントは、
山口勲氏であった。
当時、
プロ野球興業を
行うにあたって
は、
地元新聞社が介
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入せねばならなかった。
「広島綜合大学設立資金募集」のた
めのプロ野球が中国新聞社との
共催で開催されたのはこのた
めである。
この試合の招聴にあたづた河口豪
は、
カーブが設
立されると初代球団代表となる。
カlプが募金によって経営
難を乗り切った話は著名であ
るが、
広島大、学の設立・整備に
あたっても、
県民の皆さんからの募金や県の補助金によって
支えられた。新制広島大学創設にかける県民のエネルギーと野球熱とが相まって、市民球団カ1プが誕生したのであった。
カーブと広島大学設立との関係はこれだけではない。新制
広島大学設立にあたっても
カlプ設立にあたっても、
当時
の広島県知事楠瀬常猪は多大
な努力をした。楠瀬知事のカー
ブ設立に果たした役割につい
て、
河口豪は
「楠瀬知事の全面
的協力」と題して以下のように記し いる。
カIプ創設当時、
楠瀬知事は、
「君たちには功労株を差し上げる」
といわれた。立派な会社としてスクスク伸びるものと
考えられたからだろう。もちろんこ
うした株を頂くのを
目的としてやったわけではない。結果においては、
頂か
なくてよかった。それは間もなく
一片
のクズ紙と化し
たからである。知事がどうしてこんなにまで力をいれ、私たちのことを考え くれ か、
カlプについては、
故
谷川氏をはじめとする奉仕活動に感銘されたが、
その以
前に、
私たちが広島大学設置に関して協力したことに、
非常に感謝しておられたからだ
と私は思う。
当時、
県の東京出張所長は沖野哲雄氏。この所長を中
心に東京においては活発な基金募集が行われ、
私どもば
これに日夜協力したものだ。さて、
いよいよ、
実現のめ
どがついたが、
かんじんの初代広島大学長の選考にはハ
タと行き詰まっていた。白羽 矢をた た人物は固辞する、
帯に短しタスキに
長しが実
状であった。見るに見
かねて私は進言した「森戸辰男先生こそ最適」と。先生は社会党内閣では文相の要職。次官
の伊藤日
出登氏
(郷
土出身)
や藤原武夫理学博士は、
「それ 名案。しかし社会党が難物だ」
といわれたが、
党幹部については知己もあり、
私がそ
の任を買って た。故松岡駒士口氏をはじめ、
水谷、
加藤
(勘)
、三宅、浅沼、
西尾の諸氏をさっそく口説き回った。
難物は三宅氏で、
この三宅氏は、浅沼氏を動かして攻略。
藤原博士や
郷土出身の
、水井浩
氏らが、
これらと会見し
て、
やっと党側だけはOKとな
り、
引き続き学者グルー
プの協力を要請したのだ。このころの藤原博士らの活躍はめざましいものがあった。
森戸先生は知ら
ず、
先生
令姉、
故夫人はわれ
われの動きに心から感謝されたもの
だ。かくして初代学長に先生を迎えたのである 大学設置は楠瀬知事の一大功績。「よし、
こんどはカlプのために」
と知事が大きくハダを脱いでくれたのである。カーブ
誕生までの日数は、
大学に比しては
二
分の一であったが
労苦については差異はなかった。
新聞社員であったがた
めの私の幸せであり、
生涯の思い出として残ることに
なった。
河口豪は、
広島大学長
森戸辰男誕
生の立役者でもあったの
である。
新聞記
者としての人脈を生かした見事な活躍であっ
た。これ
までの広島大学史研究では、
社会党をいかに説得し
て、
広島大学長森戸辰男が誕生
したかが論じられることはな
かっ
問
。 「
民」が新制広島大学設立に果たした役割の大きさ
を再認識させる事実である。
これは、
ヵ1プから広島大学に
アプローチした結果の
新事実なのであり、ただ単に大学や県
・
市の動向のみからでは伺い知ることのできなかったことなのである。
原爆・戦争から復興し、「文化国家」としての広島を再建
するにあたって、
新制広島大学とカlプは車の両輪としての
役割を持っていたのである。
これは一人広
島大学のみではな
く、
全国の多くの国立大
学に共通する事象であろ
切
。現
在の
大学は、
気軽に「地
域社会への貢
艇
」などという言葉を用い
るが、
新制大学発足時に立ち返っ
て、
地域と大学との関係に
ついて再考する必要がある。原爆からの という人類史的
課題を背負って設立された広島大学においては、
なおさらの
ことである。
-9一
カIプ応援歌と広島高師応援歌
広島カIプが得点を入れた時と勝利を収めた時には、「宮
島さんの神主が、
おみくじ引い
マ
申すには、
今日もカ1プは、
勝ち勝ち勝ち勝ち」と応援歌「宮島さん」が高らかに歌われる。
この「宮島さん」は、
果たしてカIプ応援団のオリジナ
ル創設になるものであろうか。
童謡「花咲爺」
の替え歌に
なる
「宮島さん」
。実
は「宮島さん」
は戦前期にすでに広島高等師範学校の応援歌として歌われていたものである。
昭和二O
年に広島高等師範学校を卒業した
宮崎三郎氏の令
嬢によると、
戦前から広島高
師では「宮島さん」が歌われて
おり、
宮崎三郎氏は卒業後もこ
と
あるごとにこの歌を歌って
いたとい
う(二OO四
年七月一五日に
聴取)
。広
島高師の歌
詞は「宮島さんの神
主が、
おみくじ引いて申すには、
今日も
高師は、勝ち勝ち勝ち勝ち」であった
カーブの「宮島さん」
は、
広島高師の「高師」を吋カlプ」に置き換えただけのも
のなのである。
広島高師の「
校友会歓迎会は厳島神社で行わ
れ泊
同社の正殿で新入生である我々一
人一
人に鼻の先に金の
御幣を宮司がぺこんぺこん 音を立ててくれたのち、
弥山に
登つ」ってい
問
。こ
うした広島高師と宮島との密接な関係
か
ら、
応援歌
「宮島さん」は誕生したのであろう。
広島市中区
スポーツセンター敷地内には
「広島に古くから
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伝わる応援歌」
として「宮島さん」
の銘板が設置されている。
そこには
「宮島さんの
神主
が
おみくじ引いて
申すには(田)
いつも、
、、
勝ち勝ち勝ち勝ち」と刻まれている。
戦前期、
広島高等師範学校、
広島高等工業学校〔広島工業
専門学校)
、
広島高等学校の広島市内に存在した旧制専門学
校(
高等学校)
の間では、
三高専対抗戦が開催されていた。
広島高師の「宮
島さん」は、
このような対抗戦の場で歌われ
たのが最初ではなかろう
か。
それがその
後広島市周辺や高師
出身教員の赴任先に伝播していったのではなかろうか。
現在でも、
高校野球の応援で、
広島県立広島商業高等学校
が「
宮島さん」を歌っている。
高校
野球においては、
広島商
高「宮
島さん」が著名なため、
広島市内の高校では「宮島さ
ん」を歌う
学校はほとんどない。
これは、
広島商高への対抗
で、
同じ曲を使わないのでは
なかろうか。
旧制中学時代から
広島商業の最大のライ
バルである広陵高校に「もしも広陵負
けたなら:・ とい
「裏バージョン宮島さん」が存在するこ
とは、
この推測の証左となろう。広島高師↓広島商高↓カl
プというのが、
「宮島さん」伝播のルIトではなかろうか。
応援歌「宮島さん」は、
広島県内のみならず、
県外にも波
及している。
愛媛県
立今治
西高等学校では、
「吹上さんの神
主が、
おみくじ引いて一一一面、つことにや、
西高必ず、
勝つ勝つ勝
つ勝つ」という歌詞で歌われている。吹上さんとは、
今治市
に鎮座する吹上神社。
かつて今治
西高の応援団長は、
実際の
吹上神社神 の装束を着て応
援団をリードしていた
今治西高
の歌詞の場合は、
広島高師とカlプほどそっくりではないが、
やはり広島高師応援歌の変形と位置づけることができる。
愛媛県でも、
広島高師の応援歌が歌われている。鹿児島県
でも歌われているということを耳にしたことがある。
この事
実を思うとき、
その理由として広島高師出身教員の赴任先と
(国)
の相関関係が想起される である。
応援歌「宮島さん」
、
一
見取るに足らないことと思われるかもしれないが、
学生文化
の社会的波及と言った観点からも、
教育学研究の対象として
取り上げるべき課題でもあろう。
アーカイブズへ行こう
ーわたしの、
あなたの、
そして
《み》んなのアーカイブズ|
広島カlプ設立にあたって、
広島県は五百万円を出資し
た。
楠瀬知事がカ
lプ設立に全面的な協力をしたことについ
ては前述した。
官
民一
体となって設立された日本
唯一の「市
民球
臨
」カlプの歩みを理解するためには、
行政文書は不可
欠な史料のはずである。
しかし、
これまでカlプの歴史を記
述するにあたって、
行政文書が用いられたことは、
管見の限
りでは見あたら
ない。
おそ
らく、
これまで全く存在しなかっ
たのではなかろうか。
行政文書やアーカイブズという
と、
そ
れを利用するのは特別な限られた人たち
(限られた人の多く
は歴史研究者)
と思いがちであり、
事実
アーカイブズはこれ
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までは
そのような利用しかなされてこなかった。
これは、
歴
史研究者による近世史料を中心とする史料保存
運動によって
アーカイブズが設立されてきたことの限界
・悪影響であっ
た(勿論、
史料保存
運動がアーカ
イブズ設立に果たしてきた
役割や当事者の方たちの努力は高く評価されなければならない)
。ア
ーカイブ'ズは、
ヵlプフ
ァンが気軽に訪れ、
その「マ
ニア
的
」な興味に乗っ取って調査できる場所であってもいい(訂)
のでみのる。
広島県立文書館が所蔵する行政
文書の中には、
本稿で紹介
した
「広島綜合大、学設立
資金募集」
のために開催されたプロ
野球公式試合阪神対東急戦のポスターを じめとして、
多く
のビジュ
アルな文書も所蔵されている。阪神対東急戦のポス
ターのモデルは、
呉市出身の阪神のスタ1・初代ミスタータ
イガlス藤村富美男ではなかろうかと筆
者は想像している。
ポスターの顔は藤村富美男に似
ているわけではない
が、
右
バッターということもあり
当時の広島の人々は郷土出身の
スタl
・藤村富美男と重ね合わせて見ていたのではなかろう
か。残念ながら、
この想像を裏付ける史料は見つけられてな
いのであるが、
一枚のポスターからだけでも、
野球ファンの
想像力は際限なく広
がっていくのである。
広島県立文書館平成一
三年
度収蔵文書展「広島戦後の記
録一九四五|一九七
O」
(
二oo--年一
O月二二
日1
一一一
月
三七日、
数野文明担
当)
では、
本稿で紹介したポスターや野
球くじのポスターなど、
野球ファンの興
味を引く展示がなさ
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れていた。
野球ファンよ、
カlプファンよ、
アーカイブズへ
一行こうではないか。そして、
自らのひいきチlムの歴史に
ついて、
生の
資料に触れて、
自らの手で検証しようではない
(盟)カ
アーカイブズは、
自らが歴史研究者のためだけの施設では
なく、
その親組織の構成員とともに一
般市民共通のための施
設だと強く意識しなけ ばなら 。
情報公開が求められて
いる今日においては、なお
さらのことである。
早川和宏は、
「情
報公開制度の進展に伴い
公文書館制度は、
従前の歴史家の
ための施設から国民や住民のための施設へと大きく変容を遂げつつあ
組
。 」
と述べている。また、
白井哲哉は近代以降の
日本で文書館利用者は誰
を想定し得たかを考察し、「現在の
文書館は、
今や一
部の
研究者や組織体構成者の
ための記録保
管所ではなく、
不特定多数の市民があ
る地域や組織体に関す
る過去の姿を知る 窓口となりつつ
ある。
」と指摘して
(却)
いる。
一般市民が
アーカイブズ
を気軽に利用できるためには、
アーカイブズ側の受け入れ態勢を充実する必要がある。誰もが特定の目
的に関する文書に容易に到達できるよう
に、
ガイ
ド、
目録、
データベースによる検索
システム
(詳細であれば
あるほど望まし
い)
の整備は、
一般
の人の利用を促す上で不
可欠の要件であ
封
。
ま
た、
アlキビストのレファレンス能力
(担)
も関われ ことになろう。
近年、
日本でもようや
く展示など
アーカイブズの普及活動
に関する議論が行われるようになったが
、こ
の議論に先便を
付けた森本祥子は、
これまで日本で普及活動が唆味にしか位
置づけられてこなかった理由の一つ
として、「利用者を伝統
的にイコール歴史研究者として考えてきたこと」
を指摘して
肝
る。また、
森本は文書館独自の視点とは、「多様な利用者
層を想定した目録編成や検索手段の整備
、記
録媒体の多様化
への対応など、
様々
な業務が相互に関連していることを前提
として様々な業務をこなす、
という視点である。このような
視点をもってはじめて普及活動は文書館に っ 有益なものとして位置づけられ得る。
」と
も指摘してい
お
。ア
ーカイブ
ズにおける普及活動 、
今後さらに理論的検討と実践を進め
るべき課題である。
、
さて、
第二章では、
応援歌4宮島さん
」の起源と広がりに
ついて考察した。現代人の何気ない
現代生活の営みも、
貴重
な歴史にほかならない。
広島高師の「宮島さん」など、
当
時の人たちにとっては当たり前すぎ 記録には残されていない。こういった面での証言は実に貴重であり
一-般市民にそ
のことの重要性に気づい もらい
、証
言を記録として残すこ
とも、
アーカイブズの重要な役割である。本稿で述べた広島
高師の「宮島さん」は、
資料
受贈時の雑談の中で話されたこ
とである。受贈資料については、
ただ単に資料目録を作るの
みでなく、
その資料にま
つわる多種多様な情報を記録してお
く必要がある。
「宮島さん」の銘板
が広島市
中区スポーツセンターに設置
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されていることについては第二章
で紹介した。この銘板設置
の経緯につ て中区スポーツセンターに問い合わせたところ、
センターには関
係文書が存在しておらず理由はわからな
いとのことであった。広島市には一九七七年に設置され 広島市公文書館が存在する。しかし、
同館に引き継がれるのは
市長部局の文書のみであり、
各行
政委員会や財団の文書は引
き継がれな 。中区ス
ポーツセンターは広島市スポーツ協会
という財団所管であるた
め、
その文書一が公文書館に引き継が
れることはない。なぜ、「宮島さん」の銘板が設置されているのか。このことについて広島市は、
未来、水劫に渡って説明責
任を果たす ができな である。
なお、
中区スポーツセンターからは、
宮本正夫元広島市議
会議員が
「宮島さん」銘板に関与されたことを教えていただ
いた。そこで、
宮本正夫氏のご子息である宮本健司広島市議
会議員に問い合わせたと ろ、
健司氏のお子様である宮本和
味氏から丁寧な回答 い だいた。
宮本正夫氏
は、
一九
四七
年以来一
二期に渡って広島市議会議員を勤め、
この間三度も
議長職を勤めた。正夫氏は二000年に亡くなっており
そ
の時に関係資料は処分されたとのことで
ある。健司氏は「宮
島さん」の歌自体につ ては勿論ご存じであ
るが、
銘板設置
の経緯については承知していないとのことであっ 宮本正夫氏は生前、
資料を大
切に保管されており、
亡くなった時に、
ご遺族が捨てるのを跨踏するほどであったとのこと る。
宮本正夫氏は『宮本正夫議
員生活四十人年
を回顧して』
(一
九九四年)
という本を執筆しているが、
この本にも
「宮
島さん」
銘板についての記述は見ら
れない。ただ、「宮島さん」
銘板は
「電柱モニユメント」と併設されてお
卵
、 「
電柱モニユ
メント」についての記述は見
られる。中区スポーツセンター
は、
広島大学工学部跡地にあり、
この地はかつて広島工業専
門学校
(広島高等工業学校)
の敷地であった。広島大学の統
合移転によって工学部の建物は壊されていっ
たが、
そのあと
に残ったの 電柱ばかりであった。宮本氏は「公園もできたことだし、
何とかして最後まで残されたこの電柱を中心にし
てモニユメントを作り、
あるいは、
五十年先に闘いて頂くカ
プセルを保存 たいと考え」た。こうして千成瓢箪を先端につけた「電柱モニユメント」できあがっ
桟
。そ
の脇に設置さ
れたのが「宮島さん」銘板であった。
「宮島さん」銘板は広
島大学工学部への惜別の記念碑であ たとも考えら
れる。中
区スポーツ
センターという運動施設に立てられたため、
応援
歌である
「宮島さん」が選ばれたのであろう。
その歌が、
広
島大学工学部の前身である広島工業専門
学校
(広島高等工業
学校)
のライバルであった広島高等師範学校の応援歌であっ
たことに歴史の皮肉を感じずにはいられれない。いずれにせよ、「宮島さん」銘
板は、
広島大学
(前身校を含む)
と地域
社会との深いつながりによって建設されたのである。
四八年の長きに渡って広島市議会議員を勤めた宮本正夫氏
は、
資料を大
切に保管していた。
宮本和味氏は筆者宛の私信
で、「亡く
なる前に文書の保存について知っていればと
残念
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に思います」と述べて
いる。
首長
や議長などの公職に就いて
いた人の公務に関する個人文書の公文書館での取り扱いについては議論が
分かれるところである
料
、筆
者は公文書館で所
蔵するべきだと考え
る。
近世の庄屋文書のみならず商家文書
等の民間所在資料を所蔵してい 公文書館において、
現代の
公務に関わ 個人文書を公文書ではないとして収蔵しないのは、
本末転倒の話である。
第一五九回国会
における小泉純一郎内閣総理大臣の施政方
針演説
(二OO四年
一月一九日)
では、
「政府の活動の記録
や歴史の事実を後世に伝え た
め、
公文書館における適切な
保存や利用 ための体制整備
を図ります。
」と述べた。
内閣
府には、
「歴史資料として重要な公文書等の適切な保存・利
用等のための研究
会」
(内閣府大臣官
房長主催、
二OO三年
五月j一
一一
月開催)
、「
公文書等の適切な管理、
保存及び利用
に関する懇談会
」(
内閣官
房長官
主催、
二OO三
年一二月1
二OO六年
六月開催)
が置かれ、
同懇談会からは『公文書等
の適切な管理、
保存及び利用のための体制整備についてよ木
来に残す歴史的文書・
アーカイブズの充実に向けてl』
およ
び『中間段階における集中管理及び電子媒体による管理・移管・保存 関 る報告書』
と題する報告書が提出された。
国
会においては、
二OO五年
三月三O日に、
福田康夫元官
房長
官を
代表とする公文書館推進議員懇談会が発足
し
的
。地
方議
会においても同様の取り組みが
なされることが望まれる。
さて、
本稿では一利用者の立場から、
アーカイブズについ
て論じてきた。
北川
健は、
文書館
(ア
ーカ
イブズ)
のコンセ
プトとして
「三つの
《み》
」を提唱した。
「①『みずからが:・』
『み
ずからの:・』
文書記録の保存公開
②あまねく
『みんなの・:』
ために、
の文書記録の保存公開
③遠く
『みらい
(未来)
に
(甜)
:・』
向けて、
の文書記録の保
存」がそれである。利用者の立
場から言うならば、
みずからの《
み》は行政組織
体み
ず恥
ら
の《み》の
みでなく、
市民みずからの《
み》でもある。
この
意味において、
みずからの《み》はみんなの《
み》と同義な
のであり、
それはわたしの
あなたの、
そして《
み》んなの、
《み
》ら
い(未
来)の、
現在のための
アー
カイブズなのである。
さあ、
《
み》んなで
アーカイブ
ズの扉
を開けようではないか。
〔註〕
( 1 )
球団名は、
広 島 野
球クラブ(一九四九年、
愛称は
広 島 カ 1 プ ) 、
広島カlプ(一九五五年)、
広島東洋カlプ(
一九六
七年)
と
変 遷 し た が 、 本 稿 で は
「 広
島 カ l プ
」と表記する。
な お 、 広 島 カ ー
ブ は 財 界 の 協 力 に よ り 運 営 さ れ て い た が 、
一九六七年一二月に
経営母体が東洋工業に一本化されたことによ
り 、
広 島 東 洋 カ l
プ と 名 称 変 更 さ れ た 。
( 2 ) 『
広大フ
ォーラム
』三一
一!|六
(三六三)
、
二O
O一年
、
日比 G
・\ \ 一宮 自 由 - E H g E S 中 戸 山 己 匂 \ 宮 出 \ ロ ロ E n \ E g 門庄」o E B \一ω 8 .
宮白玉gZ目P宮晋\\FOB巾-HH-円gEB守口-R-芯\同CEB\ωMγ町、ucF t出-
。
(3
) 『 広
島 県 立 文 書 館 だ よ
り』一七、二OO一年。
( 4 )
『 広
大 フ
ォ ー ラ ム
』
一 一 一
一 一一ーー
一一一(
一三 ハ 六 ) 、
二OO一年、
宮 8
・\\
- 15一
F D B
叩UEHD日在日間IF2
・ 芯\『E\ロロEn\E円DE「同DEB\ω自由-ZE-­
ze
v\\
F O B 伊 EH・ 2 E包 中 口 問 己 ロ \ 同 G E g \ ω ω ・ ω \ 日 0
・ FCH己。
(5
)
資料保存・公闘機
関について、
日本では文書館
(も
ん じ よ か
ん ) 、
文書館
(
ぶ ん し よ か ん ) 、
公文書館(
こうぶんしよかん)
のい
ず れ が ふ さ わ し
い か と い う 議
論 が な さ れ て き た が 、
本 稿 で
は こ れ に 立 ち 入 ら な い 。
また、白H
n E
〈目印のカタカナ表記は、
ア ー
カイブズ、
アlカイヴズ、
アーカイブス、
アlカイヴス、
ア ー
カイブ、
ア1カイヴなど、
色々な表記が当てられてきたが、
本
稿ではアーカイブズと表記することにする。
これには特
別 な 理
由 は な
く、
向島守gの
日本語表記についてご意見をお持ちの方
には是非ご教示いただきたい。
なお、
国立国語研究所は、外来
語 言 い
換えのなかで
「 ア ー カ
イブ」
に つ い て も 取
り
上 げ 、
「 ア ー
カイブ」
の
一言い換え語として
「記録保存」
、「記録保存館」
の名
称を提案するとともに、
「施設や機関を指す場合、
国 や 自 治 体
が公文書を保存・管理するものは『公文
書 館 』
、
企業などが文
書を保存・管理するもの
は「文書館』と言い換えることが適
切になる。
歴史資料の
場
合は『史料館」と言い換えることも
できる。」
「一般
には、『アーカイブ」の
語
形が多く用いられる
が、
専門語としては
「アーカイブズ
』 の
語
形が用いられること
もある。」
「公的な機関が、
記録や資料、
施 設 の
名 称 に 『 ア ー カ
イ ブ 」 を 用 い る 場 合 は 、
説明を付与するなどの
配 慮 が 必 要 で あ
るよとめ手引を示している(
独 立 行 政 法 人 国 立 国 語 研 究 所 ウ エ
ブサイト宮晋\\唱唱唱宵O庄内g間三司\宮σロロ\同色円曲目向。\、H，m-Eqdg 丘 町 \ R n F 守 町 ・ 同 g ・ 宮 田 ] ) 。
な お 、
「アーカイブズ」という言葉
については、
森本祥子「アーカイブシステムの構築をめざし
て」
『アーカイブズ」九、二
OO 二 年 、
参照。
ちなみに筆者は、
アーカイブズの
訳語と
し て 、
歴史学を
連 想 さ せ る
「史料」を用
い る こ と に
は反
対 す る 。
これについては、
梅村郁夫
「一九九0
年代
のア
ーカイブズ
理解について」
『山口県
文書館研究紀要』
二O、一
九 三 年 、
富永一也
「われわれのアlカイ
ヴ ズ 」 「 京 都
大 学 大 学 文 書 館 研 究 紀 要 』 二 、
二OO四年、
参照。
(6
)
新制広島大学設立運動と設立過程については、
特に
断らない
限り
、
広島大学二十五年史編
集 委 員 会 編 『
広島大学二十五年史
通 史 』
広 島 大 学 、
一九七九
年、
による。
(7
)
一九四人 年 人
月、
広 島 大 学 文 書 館 所 蔵 。
(8
) 前 掲 『
広 島 大 学 二 十 五 年 史
通史』所収。
(9
) 菅 真 城
「カlプと
広島大学
」 『
広大フォーラム』一一一一一
|
六
(三
六 三 ) 、
二 O O 一 年 。
(日
)
ただし、
当 時 の 広 島 市 綜 合 グ ラ
ンド
に特
別席を増設したとし
ても三万五千人
もの
収容能力があったとは考えられない。
ち
なみに、
現在の
広島市民球場の
収容人数は三万二千人、
広島
県総合グラ
ンド
野
球場
(
本稿で取
り上げた
広島市総合
グラ
ン
ド)
は一万三二五O人である。
したがって、中国新聞
が伝える
三 万 五 千 人 は 正 確 な
人数かどうか信用しがたいところがある。
この
数 字 に は 、
客席には入れなかったが試合観戦に訪れた人を
含 ん で い る と 考 え ざ る を 得 な い 。
少なくとも、一二万五千
人の
す
べ て が 有 料 入 場 者 で あ っ た と は 考 え が た い 。
(U
)
『 中 国 新 聞
備後版』一九四九
年五月七
日。
(ロ
)
金桝晴海
「
広島東洋カ1プ」
『 広
島県大百科
事 典
下 巻 』 中
国新聞社、
一九人二年。
(日
)「
我 ら
カ
lプ人|
(1)廃虚の
街に
希望を」
「 中
国新聞』
一九九九年四
月 三
日、
目見門司一\\若者dE吉岡OEーロ匂8・E\のRU\印。可\
- 16-
唱同H-qkgc品。ω
・}旨邑。
( HH
)「
我らカlプ
人!(1)
廃 虚 の 街 に
希望を」
『中国新
開
』
一九九九年四月
一一 一 日 、
}丘町 一
\\
唱耳
唱h F Z
問。
E a
ロ ロ・8
・V
\の白岡田)
\一日O可\
宅間四円白\SCAg-FZ巳。
( 日
)河口豪『栄光
の 広 島
カIプ風雪二五年』恒文社、
一九七五年。
( 凶
)河口豪『
栄 光 の 広 島
カ l プ 風 雪 二 五 年 』 恒 文 社 、
一九七五年。
( げ
)河口豪
「 栄
光 の 広 島
カ 1 プ 風 雪 二 五
年
』恒文社、
一九七五年。
( 問
) 初 代
広島大学長の
選 出 過 程
については、
小宮山道
夫「
広 島 大
学の
創設過程と建学理念
の 形
成に
関する考察」
『教育学研究』
四人|一、二
OO二年、
参照。
( 川口
)、新制
広島大学が「
文化国家」
建設上に位置づけられていたこ
主については
、 「 国
立 総 合 大 学 広 島 設 置 計 画 書 」
、 「
国立
広島総
合大学設
立 資
金募集趣
意書」
『 広島大学二十五年史
通史』:
参
照 。
( 初
) 例 え ば 、
金沢大学設立に
あ た っ て も 、
県 内 各 郡 市 に
寄付
金額
を割り当て 、
教 育 宝 く じ も 発 行 さ れ た 。
金沢大学資料館ウェブ
サイト(宮G一\\司SEENmw耳守口白己U\dEミD\印。忌\印BREE\宵丘一
\)。
( 幻
)例
えば、
広島大
学は、
一九
九五
年に制定した理念
五原則
の 第
四 番 目 に
「地域社会
・
国際社会との
共存」
を 掲
げてい
る。
広 島 大 学 ウ
エ
ブ
サ
イト
(E
G\\司
若
者 -EH
a
E自由ー
ロ-R-
芯
\
g仲間向。ミ〈54司・司『丸門田仲間問。『可nEE広HAF叶AWロ丘町向。ミlEHHHhw同冊 目 立
白仲間し 品 目 E hr E 口
問H 』
白)。
( 匁
)
保永薫(
昭和
三 年 卒 )
「
学園生活思いであれこ
れ」
広島高等
師範
学校創立入十周
年 記 念 事 業 会 編
『追懐
広 島 高 等 師
範学校
創 立 八 十 周 年 記 念
』一九八二年。
(お)
。〉HN]UHEmH口問同司白ロロロσウエブ
サイ
ト(宮G一\\d司君耳・
8・又8
・ 5 U
\印 O
口問\一柏町 目 的
。ロ包-Fig-
)。
( 鎚
)広
島 高 師 出 身 の
教 員 の
赴任先につい
ては、
『尚志会創立八十周
年 記 念
』尚志会、
一九八七年、
片 岡 徳 雄 ・ 山 崎 博 敏 編
『広
島高
師文
理大の
社会的軌跡
』 広
島地域社会研究セ
ンタ
ー、
一九九O
年 、
参照。
同様の研究は、
戦 後 の 広 島 大 学 に つ い て も 必 要 で あ
Zリ 、 司ノ 。
( お
)「
ひろしま一世紀
九三
カ1プ誕生」
『中国新聞』一九七五
年九月三
日 。
( お
)官民一体となって
出 資 し 、 「 た る 募
金」
に
も支えられたカl
プは、
創 設 時 に
おいてはまさしく
「 市 民
球団」であったと評し
て 差 し 支 え な い で あ ろ う 。
だが、
一九六七年に
オーナー経営に
一本化してからは、
株式の
約六割はオーナーである松田家が、
約三割はマツダが保有してお
り、
資本か
ら見れば
「 市 民 球
団」
ではな い (
「 復 興 の
象徴
き ず な 探 る
元 祖
『市 民 球団
』広
島 」
『中国新聞』二OO四年一
一月三日、
ZG\\
若 者 耳 - n E 向 。
-2
1 ロ U
・
s ・ト』己 \ E 8 u 包 含 ヨ ミ一宮 口 8 ・ E B - ) 。
ただし、
現 在 で も カ I プ は
特 定
の親会社の
資本に依存せず
独 立 採 算 制 を と っ て い る 。
本稿
の考
察 は 、
ヵ l プ が 資 本 の
面でも
「 市 民
球団」
であった時代
に
限 定 し て い る 。
( 幻
)
カ l プ 設 立 に
あ た っ て
広 島 県 は 巨
額の
出
資をしてお 力 、
県は
この
出
資に
対 す る 説 明 責 任 を 呆 た さ ね ば な ら な い 。
この
意味に
おいて、
広島県立文書館に
広 島 カ l プ に
関 す る 行 政 文 書 が 所
議
されてしかるべきである。
しかし、
球団運営は県の
事 務 分 掌
で
はなく、
あ く ま で カ 1 プ
球団の
事業である。税金や市民の
志に
支 え ら れ て き た カ l プ
球団に
は、
自らの
球団運営について広く
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市 民 に 公 開 す る 責
任 が あ る 。 球 団 は 地 域 の
「 公
共 財 」 で あ
り、ヵl
プ 球
団 に
は、
自らのア
ー カ イ ブ ズ を 設 立 し
て、
広 く
一般に公開
する責務があるのである。
そうでない
か ぎ
り、「
市 民 球 団 」
の
呼 称 は 自 ら 返 上 す べ き で あ ろ う 。
( お )
広 島 県 立 文
書館所蔵の
公
文 書 で
広 島 カ l プ
について調査でき
るのは、
カ l プ が 日 本 唯 一 の
「市民球団」
であるためである。
例 え ば 、
読売ジャイア
ンツ
の
歩みについて、
東京都公文書館所
蔵 の
公 文 書 で 調 査 す る こ と は 不 可 能 で あ ろ う 。
(mm)早川和
宏「情報公開と公文書館l歴史家
の施
設から住民の
施
設 へ 」
『アlキピスト』五九
、全
国歴史資料保存利用機関連
絡協
議 会
関東部会
、二
O O 三 年 。
(初)白井哲哉「文書館の
利用と普及
|利用者論の観点から|」
図
文 学 研 究 資 料 館 史 料 館 編
『アーカイブズの
科学
』上巻、柏書房、
二 O O 三 年 。
(幻)例えば、
広島県立文書館に詳細な利用者用データベースが整
備されていたならば、「野
球」
の
キーワードで検索するだけで、
本稿で取
り上
げ た 阪 神
対東急戦
や野
球くじの
ポスターにアクセ
ス で き る は ず で あ る 。
しかし、
現状のカl
ド 目 録 で こ れ ら の
ポ
スターに到達するの
は 至 難 の
業であ
る。豊見山和美
は、「
原理
原 則 か ら い う と 、
主 題 を 主 た る キ ー と し て 分 類 す る こ と は で き
な い 。
それをふまえて検索しやすいようにするには、
キーワー
ドや資料の
解 説 と い っ た 目 録 情 報 を 充 実 す る こ と が 求 め ら れ ま
す。
そ の
意味でいうと、
コン
ピューター を 使 っ た デ ー タ ベ ー ス
カ タ ロ グ は あ り が た く
有用なもの
です。出処を考えなくとも、
文字列検索だけである程度求める資料に到達できる
よう、
目録
作 成 を 進 め る 必 要 が あ
り ま す o 」
と指摘している
( 豊 見 山 和
美「専
門職員論|
公文書館専門職員の
専門性とは
何か|」
『アーカイ
ブ ズ 」 一 二 、 二 O O 三 年 ) 。
(沼)白井哲哉「文書館の
利用と普及l利用者
論の
観点からl」
国
文 学 研 究 資 料 館 史
料 館 編 『 ア ー カ イ
ブ ズ の
科学
』上巻、柏書
一一房、
二 O O 三 年 、
は普及活動の観点からレファレ
ンス業務の重要性
を 指 摘 し て い る 。
(お)森本祥子「アlキピス
トの
専門性|
普及活動の
視点から
|」
『 史 料 館 研 究 紀 要 』 二 七 二九九六
年、
全国歴史資 料 保 存 利 用 機
関 連 絡 協 議 会 編
『日本のアーカイ
ブ ズ 論
』 岩 田 書 院 、 二 O O 三 年 、
に 再 録 。
( 斜 ) 宮 本 正 夫 編
『帰ら
ざ る 橋
御幸橋は語る』明日の千田を創る
会、
一九九四年。
( お ) 宮 本 正 夫 『
宮本正夫議員生活四十人
年 を 回 顧 し て
』一九九四
! 年。
(お ) 鎌 田 和
栄「
『古文書」『民間所在資料』のよりよい保存・公開
と『公文書館』施設に
関する一考
察 」
『 平 成 一 六 年 度 公 文 書 館
専 門 職 員 養 成 課 程 修 了 研 究 論 文 集 』
独立行政法人国立公文書館、
二OO五年。「私文書を個人の
保存する文書とみなせ
ば、
その
中には以下の二つがある。
ア個
人のプライベートな文書
イ.
公務や職務によってもちこまれ
た も の
公文書と個人文書之い
う分け方に考えれば、
とくに、
後者と公文書館の関係は無視
できないのではないか」
という大演徹也の
指摘に
対して、
鎌 田
和 栄
は「公
的 な 内 容 の
あ る 『 私 文 書 』 は
、公
文 書 や そ の 関 連 機
関 と の 関 係 は 無 視 で
きないもの
ではあっても、『
私文書』とし
てあっかわなければ、『公文書館』のあっかう文書
・資料
範囲
ゃ、
公 権 力 の
及ぶ
範囲がいくらでも拡大してしまい
、収
拾がつ
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か な く な っ て し ま う だ ろ う 。
文 書のライフ サ イ ク ル か ら は ず れ
ているものまで
『公
文書館』が収集しはじめたら、大変である
し、
場合によっては大変危険であるよと反論している。
鎌田
和栄「「公文書館』施設と、『古文書』『民間所在資料』のより良い保存・公開に関する一考察」『京都大学大学文書館研究紀要』四、二OO六年、
も参照。
なお、新井浩文は、「文書を現在の出
所か ら
『公』と
『 私 」 と に 分 け る 方 法 は 便 宜 的 で あ る が
、実
際
は中身で『公』文書なのか
、そ
れとも本当に個人に関する記録
である
『私』文書なのか、(実際には不可
能であろうが)それ
を判断する必要が文書館現場では出てきている。
そして、その
中身を明確に認識する能力が文書館専門職(アlキピスト)には求めら
れている
のではなかろうかo」と指摘している(新井
浩文
「どこへ行く古文書|古文書史料の保存・公開をめぐる現
状と課題」「三郷市史研究「葦のみち」
』二ハ、 OO四年)
。
(初出)
研究会と懇談会の性格の相違については、菅真城「国立公文
書館『公文書館実務担当
者研究会議』に参加して」『広島大学
史紀要』
六、二OO四年、参照。
(お)
『アーカイブズ』一一O、独立行政法人国立公文書館
、二
OO五
年 。
(鈎)北川健「文書館運動 と 史料保存運動のインターフェイス」『地
方史研究』四O|六二九九O年、前掲『日本のアーカイブズ論』に再録。
